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J-RAIL2012 will be held in this December. It is organized by Japan Society of Mechanical Engineers (JSME). The objectives 

of this symposium are to present and discuss the state of the art of the scientific and technical aspects of railway systems. The 

J-RAIL symposium will bring the opportunity for expert engineers, researchers and scientists in these fields to communicate 

and exchange the common and/or latest information about railway vehicle, facility, infrastructure, and total railway 

transportation systems. 
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１．はじめに 

機械工学，電気工学，土木工学の研究者および技術者

が一堂に会して最近の鉄道一般技術における研究成果を

発表するシンポジウム（鉄道技術連合シンポジウム）を

開催いたします． 
また，これと併せまして，自動車，鉄道・新交通，航

空・宇宙，船舶・海洋，昇降機，レジャー・遊戯施設， 物
流システム，荷役・搬送，建設機械などの交通・物流に

関する研究発表講演会（交通・物流部門大会）を同時併

催いたします． 
 
２．セッション 
2.1 J-RAIL のセッション 

J-RAIL では表 1 に示す 10 セッションを設けて，発表，

討議を進めていく予定です． 
SS1 は「高度化，高速化」をテーマとし，そのキーワ

ードは，信頼性向上，ソフト・ハードの品質向上，走行

安定性，駆動・制動空力現象，高速軌道，高速集電，高

速信号等となっています． 
SS2 は「メンテナンスとコストダウン」をテーマとし，

そのキーワードは，保守技術，予防・予知保全，システ

ム管理，省メンテナンス設備等となっています． 
SS3 は「環境とエネルギー」をテーマとし，そのキー

ワードは，騒音・振動の低減，省エネルギー技術，LCA，

リサイクル等となっています． 
SS4 は「新たな輸送システム」をテーマとし，そのキ

ーワードは，新しい交通システム，新型軌道，浮上式鉄

道，LRT 等となっています． 
SS5 は「サービス向上」をテーマとし，そのキーワー

ドは，乗り心地，車内環境，出改札，旅客案内，駅設備，

バリアフリー等となっています． 
SS6 は「交通計画・政策・評価」をテーマとし，その

キーワードは，都市計画，プロジェクト実施例，交通政

策，TDM，プロジェクト評価システム等となっています． 

SS7 は「安全と防災」をテーマとし，そのキーワード

は，安全性・信頼性，保安技術，災害対策，安全設備等

となっています． 
SS8 は「境界領域研究」をテーマとし，そのキーワー

ドは，車輪/レール系，架線/パンタ境界，マンマシンシ

ステム，シミュレーション技術等となっています． 
SS10 は JSCM（車輪・レール接触力学研究会）の特別

企画セッションです． 
  

2.2 ショットガンセッション 

J-RAIL の SS9 ではショットガンセッションを開催し

ます．ショットガンセッションは，初めに短時間の口頭

発表が付いたポスターセッションです．講演 1 分の口頭

発表にて，発表者は発表内容を効率的にアピールし，聴

講者は各ポスター前で（60 分程度を予定）詳しく内容に

ついて議論出来ます． 
聴講者との議論を深めたいテーマ，大学等における基

礎的・専門的なテーマ，模索中の課題など，テーマを限

定せずに募集いたしますので，多くの皆さまのご講演と

ご聴講をお願いいたします．なお，本セッションの優秀

発表に対して表彰を行います． 
 

Table 1 Organized Sessions 

SS 1 高度化，高速化 

SS 2 メンテナンス，コストダウン 

SS 3 環境とエネルギー 

SS 4 新たな輸送システム 

SS 5 サービス向上 

SS 6 交通計画・政策・評価 

SS 7 安全と防災 

SS 8 境界領域研究 

SS 9 ショットガンセッション 

SS 10 JSCM 特別セッション 
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３．申し込み方法 
講演希望者ははじめに，日本機械学会交通物流部門ホ

ームページにアクセスの上，掲載の講演会申込手順に従

いお申込み下さい． 
http://www.jsme.or.jp/conference/tldconf18/index.html 
（併催の第 27 回交通・物流部門大会（TRANSLOG2018）
と同一のホームページ） 

 
J-RAIL2018 用の執筆要項は掲載ホームページ内のリ

ンク先をご確認下さい． 
なお，論文採用，発表セッションの最終決定は大会実

行委員会にご一任下さい． 
 

４．日程 

J-RAIL2018 は，2018 年 12 月 5 日（水）～7 日（金）

の 3 日間の日程で開催されます．プログラムの詳細につ

いては，日本機械学会交通物流部門のホームページにア

ップいたしますので，開催日が近くなりましたらご確認

下さい． 
 
５．会場 

J-RAIL2018 の会場は「東京大学 生産技術研究所」で

す．図１に地図を示します． 
 

 
Fig.1 Access Map 

 
６．原稿作成について 

6.1 J-RAIL 用原稿の様式 

原稿作成要領は日本機械学会の様式に準じます．本原

稿例はその書式に沿って書かれておりますので，これを

元に，上書き作成されても宜しいかと存じます． 
A4 サイズの用紙 2～4 ページ（3 ページも可）で作成

してください． 
上下の余白はそれぞれ 20mm，左右の余白はそれぞれ

15mm です． 
1 ページ目はタイトル（和文，16point），著者名および

所属（和文，10.5point），タイトル（英文，12point），著

者名および所属（英文，9point），アブストラクト（英文，

9point），キーワード（英文，9point）の順で，段組無し

で記述します． 
本文は 2段組とし中央の余白は 10mmとします．9 point

の文字の大きさで，1 行の標準文字数は全角 26 文字とな

ります．1 ページの標準行数は 60 行です． 
その他は日本機械学会のホームページにある原稿作成

の手引き（http://www.jsme.or.jp/conrule.htm）に準じます．

ただし，この手引きは機械学会向けに書かれているため

3 学会共催となる J-RAIL の場合，若干の修正が必要とな

ります． 
 

6.2 J-RAIL 用原稿の冒頭書式の注意事項 

著者名のところに記入する会員種別については，機械，

電気，土木の学会種別が分かるように［機］，［電］，［土］

の略号を記入して下さい． 
正員（正会員）資格の場合は“正”，学生員（学生会員）

資格の場合には，“学”と付し，発表者には“○”を記入し

ます． 
 

6.3 J-RAIL 用原稿の図表の取扱い 

図表については原則として段組の 1 段に収まるように

して下さい．日本機械学会の様式に準じ，図表はタイト

ル，説明とも英文で記述することを基本としますが，日

本語を妨げないこととします． 
 
6.4 原稿提出に関するお願い 

詳細は後日更新されるホームページ等をご参照下さい．

http://www.jsme.or.jp/conference/tldconf18/index.html 
原稿送付にあたっての注意事項は以下の通りです． 
・JST 論文抄録，講演論文の PDF ファイルによる電子投

稿でご提出ください． 
・作成した PDF ファイルについては，できる限り，複数

の PC 上で文字化け等が発生しないか確認の上，ご提

出下さい．特に，講演論文は必ず印刷して図の解像度

などをご確認下さい． 
・JST 論文抄録・講演論文ともに，提出期限を厳守して

下さい．提出期限はホームページをご参照下さい． 
 

７．終わりに 

その他質問事項がありましたら，実行委員会までお問

い合わせ下さい．（tldconf18@jsme.or.jp） 
J-RAIL 実行委員長：竹原昭一郎（上智大学） 

J-RAIL 副委員長 ：菅原能生（鉄道総合技術研究所） 

J-RAIL 幹事   ：太田衆一郎（東海旅客鉄道） 

J-RAIL 幹事   ：牧島信吾（東洋電機製造） 
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